
（
７
）
北
海
道
独
自
の
取
組

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ＋
ｂ

42
42

15
1

84

52
34

9
5

86

47
43

7
3

90

19
41

33
7

60

44
40

10
6

84

44
44

9
3

88

25
58

7
10

83

53
38

8
1

91

30
40

20
10

70

42
32

11
15

74

37
40

17
6

77

32
57

10
1

89

た
め

池
の

堤
体

や
取

水
施

設
等

の
定

期
的

な
見

回
り

、
配

水
操

作
に

よ
り

、
施

設
の

機
能

低
下

を
未

然
に

防
止

で
き

る
又

は

施
設

を
適

正
に

管
理

積
雪

被
害

防
止

の
た

め
の

水
路

の
雪

割
り

や
雪

解
け

時
期

の
農

地
全

面
へ

の
融

雪
材

の
散

布
に

よ
り

、
施

設
の

被
害

を
未

然
に

防
止

急
激

な
融

雪
被

害
防

止
の

た
め

の
農

道
（集

乳
道

）の
除

排
雪

に
よ

り
、

施
設

の
被

害
を

未
然

に
防

止

ほ
場

内
浮

遊
物

質
の

除
去

に
よ

り
、

水
田

か
ら

の
濁

水
流

出
防

止
が

図
ら

れ
、

水
質

保
全

に
向

け
た

取
組

効
果

が
高

ま
る

有
機

質
資

材
の

散
布

に
よ

り
、

風
塵

が
軽

減
さ

れ
、

生
活

環
境

保
全

に
向

け
た

取
組

効
果

が
高

ま
る

肥
培

か
ん

が
い

施
設

（共
同

管
理

に
限

る
）の

適
正

管
理

に
よ

り
、

農
業

生
産

等
へ

の
支

障
が

生
じ

ず
、

生
活

環
境

が
保

全

地
域

の
特

性
や

課
題

に
応

じ
特

に
促

進
が

必
要

な
活

動
に

よ
り

、
生

態
系

や
環

境
保

全
の

た
め

、
農

用
地

か
ら

の
土

砂
流

出
を

抑
制

総
　

合
　

評
　

価

効
　

果
　

項
　

目

隔
障

物
（電

牧
）の

補
修

等
に

よ
り

、
遊

休
農

地
の

発
生

や
農

用
地

へ
の

鳥
獣

被
害

が
抑

制

農
地

全
面

へ
の

融
雪

材
の

散
布

に
よ

り
、

農
地

の
形

状
が

確
保

さ
れ

、
農

用
地

が
保

全

融
雪

排
水

（表
面

排
水

や
地

下
浸

透
）促

進
の

た
め

の
溝

切
り

や
心

土
破

砕
に

よ
り

、
法

面
等

の
浸

食
が

抑
制

さ
れ

、
農

地

の
形

状
が

確
保

有
機

質
処

理
施

設
の

適
正

管
理

に
よ

り
、

地
域

の
景

観
形

成
に

繋
が

り
、

施
設

の
機

能
低

下
を

未
然

に
防

止



（
９
）
自
然
災
害
の
防
災
・
減
災
・
復
旧

（単
位

：％
）

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ａ
＋

ｂ

30
58

12
88

28
57

13
2

85

29
59

11
1

88

漏
水

事
故

・溢
水

被
害

・通
行

障
害

等
の

未
然

防
止

の
効

果

洪
水

防
止

・軽
減

の
効

果

総
　

合
　

評
　

価

効
　

果
　

項
　

目

・
 制

度
見

直
し

に
向

け
た

調
査

（調
査

対
象

：１
４

９
市

町
村

）
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＜
図

表
－

６
　

制
度

に
対

す
る

提
案

等
＞


